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研究内容	

有機合成を基盤とした革新的分子材料の創製 
 
[１]	エネルギー・環境問題の解決を目指した「分

子触媒」の開発	

	 水素分子（H2）を還元剤として炭素–フッ素（C–F）
結合を炭素–水素（C–H）結合に変換する「C–F結合
の触媒的水素化分解」は、高難度な反応として知られ
ており、基礎化学・環境化学・材料化学の観点から注
目を集めている。これまで、この反応を進行させるた
めには過酷な反応条件（高温、高圧）が必要であった。
本研究では、ロジウム（1価）錯体が、温和な条件下
（25 C, 0.1 MPa of H2）、H2を還元剤としてヘキサフ
ルオロベンゼン（C6F6）をペンタフルオロベンゼン
（C6F5H）に触媒的に変換できることを見出した（下
図、業績 4）。 
 

 
 
[２]	センサー、表示・記録材料につながる「環境

応答分子」の開発	

	 酸素応答性のランタニド錯体の中で、世界最高の
発光量子収率（91%）を示すテルビウム（3価）錯体
の合成に成功した（空気下での発光量子収率 5.4%、
下図、業績 3）。さらに、上述の光・酸素応答機能を
維持したまま、拡張性のある機能性官能基の導入に
も成功した（業績 2）。 
 

 

[３]	新機能・新現象を示す「機能性分子」の開発	

	 我々が開発した「ロジウムジチオナイト錯体」は、
結晶中でもフォトクロミック反応を示す特異な分子
である。本研究では、n-ペンチル基で修飾したロジウ
ムジチオナイト錯体の長さ 1 mm以上の棒状結晶が、
光源から遠ざかる方向に屈曲するという非常に珍し
い現象を発見した（下図、業績 1）。 
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